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2008 年 3 月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、2007 年 4 月 26 日の決算発表時に公表した 2008 年 3 月期（2007

年 4 月 1 日～2008 年 3 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいた

します。 

 

記 

 

１．２００８年３月期連結中間業績予想数値の修正（2007 年 4 月 1日～2007 年 9 月 30 日） 

                                  （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 17,500 2,450 2,450 1,450

今 回 予 想（Ｂ） 17,500 2,000 2,000 1,200

増 減 額（Ｂ－Ａ） － △450 △450 △250

増 減 率（％） － △18.4％ △18.4％ △17.2％

前期実績（2007年3月期中間期） 16,599 2,094 2,240 1,025

前 年 同 期 比（％） 105.4％ 95.5％ 89.3％ 117.0％

 

２．２００８年３月期連結通期業績予想数値の修正（2007 年 4 月 1日～2008 年 3 月 31 日） 

                                （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 35,500 5,300 5,400 3,250

今 回 予 想（Ｂ） 35,500 4,500 4,500 2,700

増 減 額（Ｂ－Ａ） － △800 △900 △550

増 減 率（％） － △15.1％ △16.7％ △16.9％

前期実績（2007年3月期通期） 33,584 4,359 4,579 2,616

前 年 同 期 比（％） 105.7％ 103.2％ 98.3％ 103.2％

 

 

 



３．２００８年３月期単独中間業績予想数値の修正(2007 年 4 月 1 日～2007 年 9 月 30 日) 

                          （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 13,000 1,450   1,650 900

今 回 予 想（Ｂ） 12,500 1,100 1,300 750

増 減 額（Ｂ－Ａ） △500 △350 △350 △150

増 減 率（％） △3.8％ △24.1％ △21.2％ △16.7％

前期実績（2007年3月期中間期） 12,954 1,333 1,581 587

前 年 同 期 比（％） 96.5％ 82.5％ 82.2％ 127.6％

 

４．２００８年３月期単独通期業績予想数値の修正(2007 年 4 月 1 日～2008 年 3 月 31 日) 

                          （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 26,500 3,000   3,250 1,900

今 回 予 想（Ｂ） 26,000 2,600 2,800 1,650

増 減 額（Ｂ－Ａ） △500 △400 △450 △250

増 減 率（％） △1.9％ △13.3％ △13.8％ △13.2％

前期実績（2007年3月期通期） 25,769 2,771 3,155 1,687

前 年 同 期 比（％） 100.9％ 93.8％ 88.7％ 97.8％

 

５．修正理由 

   中間期の連結業績につきましては、売上高は国内民間設備投資向けの需要が、年度当初の

予想以上に減速感を強め、制御用操作スイッチ・表示灯等の主力製品を中心に、国内売上高

が前年同期比で減少する見通しとなった一方で、中国・アジア市場での売上高が予想以上に

伸長する見通しとなった結果、連結売上高は、年初予想どおりの水準となる見通しとなりま

した。 

   しかしながら、利益面では原材料等の価格高騰に伴う売上原価上昇への影響が続き、一般

管理販売費の増加の影響もあって、上記のとおり、営業利益・経常利益・純利益の予想を修

正するものであります。 

  通期の連結業績見通しにつきましても、中間期の状況を踏まえ、修正するものであります。 

    なお、中間配当金につきましては、当初計画どおり１株あたり３０円を予定しております。 

                                    以 上 


